
 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

令和６年 3 月１日 

京都市立藤城小学校 

℡ ６２１－５５８０ 

校 長  高村  朋 

厳しい寒さも少しずつやわらぎ、やわらかな春の日差しがうれしい季節になりました。今年度も残り少なくなり、子ども達は卒

業・進級に向けて、１年間のまとめを頑張っています。さて、１２月には藤城教育アンケートにご協力いただきありがとうござい

ました。アンケートの結果とともに 1年間の教育活動について振り返り、分析・考察を行いました。 

① 基礎的な学力に向けて 

児童、教職員共に、約９０％以上がひらがな・漢字・計算などの基礎的な学力が「よくできている・大体できている」と回答。また、それらの

学力が身につくような取組を行っていると回答。保護者の方は約 20％の保護者が子どもの学習に対しての対策が「あまりできていない・で

きていない」と回答している。お忙しい保護者の方もたくさんおられる中、子ども達の学習への取組が分かりにくいということも考えられる。 

② 家庭学習について 

約８６％の児童が「できている・大体できている」、約９６％の教職員が家庭学習の習慣を身に付けるための充実を「図っている・大体図っ

ている」と回答。しかしながら、約２６％の児童が「できていない」と保護者からの回答がある。家庭学習の習慣を持続できるモチベーション

を保てるよう学校と家庭で連携し、子ども達の学力向上を図っていきたい。 

③ 読書について 

児童約３４％、保護者約６０％が「あまりできていない・できていない」と回答している。学校では、毎朝読書タイムの時間を設けたり、年に

２回読書週間を設けたりして、子ども達に読書の楽しさを感じられるような取組、そして充実を図っている。しかしながら、ユーチューブやゲー

ムなどの情報機器がますます充実する中、子どもたちの活字離れが進んでいることも感じられる。本を読むことは、子どもたちの知識や視野

が広がっていき、様々な場面で重要とされる「読解力」や「生きる力」の向上にも結び付くのではないかと思われる。学校では、図書室に行

く機会を増やすなどし、意識的に子どもたちに働きかけていきたい。 

④話す・聞く・書くことについて 

児童・保護者・教職員共に高い評価であった。約８６％の保護者の方が、毎日忙しい中、子どもたちの話をきいたり、話したりしていること

がうかがえる。 

④ ICT活用にについて 

児童と保護者に若干の開きが見られた。タブレットなどで情報を集めるとき、約８７％の児童が「できている・大体できている」と回答して

いるのに対して、約 34％の保護者が、子どもが適切なインターネットの活用・情報の正しい判断への取組が「あまりできていない・できてい

ない」と回答している。学校では、子ども達が ICT を活用する授業づくりを工夫したり、情報モラルの指導を進めたりしている。今後、デジタ

ル技術を活用し教育活動を進める「教育 DX」が進む中、学校では各教科において ICT 機器を効果的に活用して、情報を正しく判断する

力（情報活用能力）の獲得を目指しながら、ICT機器の効果的な活用を進めていきたい。 

確かな学力 
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⑥学校生活について 

児童・保護者・教職員共に高い評価であった。児童約９２％が楽しく登校できている。また保護者の方も約９８％が楽しく通えるようにお声か

けなどをしていただいていることが感じられた。しかしながら、約８％の児童が「できていない」と回答している。前期のアンケートより約２パー

セント良くなっているものの、今後も全てのこどもたちが楽しく登校できるよう学校では丁寧に子どもたちに接していきたい。 

⑦良いところについて 

児童約９１％、保護者約８８％と高い評価である。子ども達が自己肯定感をもつことは、子ども達の今後の人格形成において大変有効であ

る。今後も私たち大人がたくさんほめて、子ども達のよさをのばしていきたい。 

⑧夢について 

児童と保護者に若干の開きが見られた。児童約９４％が「できている」と回答しているのに対して、保護者約２１パーセントが「あまりできて

いない・できていない」との回答であった。藤城小学校では、なりたい自分を目指して成長できる学校づくりを目指している。子ども達が夢を

描けるよう今後も働きかけをしていきたい。 

⑨きまりについて 

児童・保護者・教職員共に高い評価であった。学校では、皆が気持ちよく生活できるよう決まりがあり、マナーがある。今後も人のことを考え

られるような人になるよう働きかけていきたい。 

⑩あいさつについて 

保護者の「あまりできていない・できていない」の回答が、前回の回答より約１２％の上昇がみられた。また、教職員も「できている」の回答も

前回より大幅に上昇している。あいさつは子ども達とのコミュニケーションの第一歩だと考えています。今後も大切にしていきたい項目である。 

豊かな心 
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⑪外遊びについて 

児童約２８％が「あまりできていない・できていない」と回答している。前回の回答でも、約３１％が「あまりできていない・できていない」とい

う回答だった。また、保護者では、約２８％が「あまりできていない・できていない」と回答している。コロナ禍以降子どもたちの体力や運動能力

の低下が言われている。子ども達の健やかな身体の育成を目指すためにも、たくさん外で遊んだり体を動かしたりするよう働きかけていきた

い。 

⑫早寝・早起き・朝ご飯について 

児童の約１５％、保護者の約１８％が、「あまりできていない・できていない」と回答している。児童については「何時に寝ますか？何時に起き

ますか？」という具体的な質問内容ではないが、自分自身で規則正しく生活できていないと感じている児童が約１５％もいるということが分か

る。テレビ・ゲームで…、もしくは習い事で…多少なりともできていないと感じているようである。 

毎日を健康に楽しく過ごすためにもしっかりと睡眠時間を確保すること、朝ごはんをしっかりと食べることなど、体調を整えることが大切であ

る。 

⑬テレビ・ゲーム・ユーチューブなどについて 

規則正しい生活を送るためにも大いに関係があるテレビ・ゲーム・ユーチューブに関する質問であるが、児童約２２％が、家庭で決められた

ルール内で「あまりできていない・できていない」と回答している。また、保護者の方への質問では約３２％が家庭での約束を決めているかどう

かについて「あまりできていない・できていない」と回答している。ユーチューブなどの影響は、動画を見せることで視力や発達に影響するので

はという心配の声が聞かれる一方で、家事をする時間などを得られて助かっているという声もある。近視が進む原因の一つが、３０センチ以内

の近い距離のものを見る作業とされている。また、映像や音などの情報を受け入れ続けると受け身になり、自分から働きかける機会が減り、人

とのコミュニケーションにも影響がでるかもしれないということも考えられる。スマホやタブレットは、目から３０センチ以上離して見るように声を

かけること、ゲーム・ユーチューブなどの時間をしっかりと守れるようにすることなど働きかけをすることが大切である。 

⑭学校教育目標について 

児童・保護者共に低い評価であった。児童約３２％、保護者約約４８パーセントが学校目標を「あまり知らない・知らない」と回答をしている。

学校では、本校が目指している子どもの像を、子ども、保護者にしっかりと周知していけるよう取り組んでいきたい。 

⑮ホームページについて 

児童・保護者・教職員共に低い傾向が見られた。児童約４８％、保護者約４２％が学校ホームページ閲覧に「あまりできていない・できてい

ない」と回答し、教職員約１８％が、学校ホームページ作成に「あまりできていない・できていない」と回答している。学校ホームページでは、子

ども達の日々の学校生活の様子等をお伝えしている。また、チーム藤城オンラインでは、藤城地区の様子などについてお伝えしている。このホ

ームページでも、学校と家庭、地域を結ぶ懸け橋となるよう努めていきたい。 

 

健やかな体・その他 
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自由記述には、子ども達の成長を感じる回答をたくさんいただき、ありがとうございました。一部ですが、紹介させていただきます。また、地域の方か

らは、家庭・学校・地域の三位一体の教育活動についてご意見をいただきました。今後も藤城教育推進のため、ご協力をよろしくお願いいたします。 

自由記述 

今回は年度の途中ではありますが、児童・保護者・教職員の三者の質問内容を統一し、内容の精選・改定を行いました。これは、

アンケートの質問内容に対して三者それぞれの到達度を見取るためです。また、内容項目については、「確かな学力」より５問、

「豊かな心」より５問、「健やかな体・その他」より５問の計５問に統一し、保護者へのアンケートは前回までのお子さんお一人

につき一回答から各家庭につき一回答へとしました。 

今回のアンケート結果を踏まえ、今後の藤城校の教育力を高めるため、成果・課題をしっかりと認識し、改善に向けて取り組ん

でいきたいと思います。 

今後も引き続き、保護者・地域の皆様のお力添えをどうぞよろしくお願いいたします。 

NO.４ 

※グラフの数値はいずれも 

①できている ②大体できている ③あまりできていない ④できていない 

（３択の場合は①できている②大体できている ③できていない） 


